





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































閉 会 挨 拶
 日本福祉大学知多半島総合研究所地域・産業部 部長　鈴木　健司
34
 1．テーマ
「地域にある共通価値の再発見と創出　～CSVの実践とその課題～」
2．実施日　2016年2月18日（木）午後1：30～
3．参加者　約50名（知多半島の各種団体）
4．当日の様子
5．アンケート結果
（基調講演）
・ CSVという聞きなれない言葉に興味を持ち参加させていただいた。地域の活性化のため
に企業の果たす役割は大きなものがある。今後は行政、企業、住民等々が同じプラット
フォームで議論できると良いと思った。
・ CSVについて初めて講演を聞き、大変有意義な時間だった。地域価値と経済価値の両立
ができると、資金を回しながら持続的な活動が担保されるとのお話だった。こうした活
動が広がることを期待している。
（シンポジウム）
・ 横浜市の事例や、CSR認定についての身近な実例を知ることができて良かった。地元愛
知の実例などを自分なりに調べようと思った。
・ CSR、CSVに取り組む企業の活動や、今後中小企業がそれらに取り組むために必要なこ
となどが聞けたので、とても勉強になった。
（今後実施してほしいテーマ）
・CSVとソーシャルビジネスの違いについて
・今回同様、いろいろな業種のCSVの取り組みについて、さらに話を聞きたい。 
「日本福祉大学知多半島総合研究所CSVフォーラム」報告
